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令
和
７
年
第
１
回
３

月
定
例
会
が
２
月
26
日

か
ら
３
月
７
日
ま
で
の

10
日
間（
本
会
議
５
日
）

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　
令
和
７
年
度
当
初
予

算
の
中
で
も
一
般
会
計

は
、
予
算
総
額
76
億
２

９
０
０
万
円
で
、
前
年

度
と
比
較
す
る
と
３
億

１
１
０
０
万
円
（
３
・

９
％
）
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
は
、
一
般
会
計

予
算
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
か
年
の
推
移
を
比

較
し
ま
す
。

　
３
か
年
の
中
で
、
歳

入
で
は
町
債
が
大
き
く

減
少
し
、
歳
出
で
は
総

務
費
が
大
き
く
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
新
庁
舎
建
設

事
業
が
主
な
要
因
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
相
談
体
制
の
啓
発
並
び
に
不
登
校
児
童
生
徒
及
び

保
護
者
に
対
す
る
支
援
が
十
分
と
は
言
え
な
い
こ
と

か
ら
、
今
後
こ
れ
ら
の
充
実
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

　
子
ど
も
が
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
築

き
、
自
立
し
た
個
人
と
し
て
等
し
く
健
や
か
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
の
心
身
の
状
況
、
置
か

れ
て
い
る
環
境
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
擁
護
が
図

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
他
自
治
体
と
比
較
し
、
返
礼
品
の
種
類
及
び
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
の
委
託
先
が
足
り
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

今
後
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
重
点
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、

協
力
を
訴
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　
野
辺
地
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
県
内
自
治
体
と

比
較
す
る
と
寄
附
金
額
・
件
数
と
も
上
位
と
の
差
が

著
し
く
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
取
組
を
大
幅
に
見

直
す
こ
と
で
、
自
主
財
源
を
確
保
し
、
町
民
福
祉
の

増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
事
業
者
等
の
創
意
工
夫
を

喚
起
し
、
生
産
量
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
会
の
賛
同
を
勝
ち
取
れ
‼

 

　
そ
し
て
、
議
会
の
意
思
よ
届
け
‼

子
ど
も
に
対
す
る
教
育
の

 

更
な
る
充
実
を
求
め
る
決
議

 

（
全
会
一
致
で
可
決
）

・ 

新
庁
舎
建
設
以
外
、

目
立
っ
た
変
化
は
な

い
の
か
な
？

・ 

ほ
か
に
目
玉
事
業
は

な
い
の
か
な
？

・ 

統
合
小
学
校
建
設
の

た
め
に
、
今
は
基
金

を
増
や
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
か
も
？

ふ
る
さ
と
納
税
の
更
な
る
取
組
を
求
め
る
決
議

 

（
全
会
一
致
で
可
決
）

い
ろ
ん
な
見
方

３月
定例会

あわせて
見 た い
読みたい

あなたは、
どう考えま
すか？

新年度予算の詳細は
「広報のへじ４月号」

をご覧ください

　
そ
し
て
、
議
会
の
意
思
よ
届
け
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新年度注目事業はコレ！全議員
で思う

「町民にお知らせします」議員１２名がチェック
 期待どおりの成果となるか検証
町民主体のまちづくりを
住み続けられるまちに

古林
　輝信議員

児童福祉の充実を
祗園まつり持続支援を

中谷
　謙一議員

最小の予算で最大の効果を
子どもが幸せなまちに

野坂
　　充議員

子育て費用の高騰、教育費負担の
増加と子どもを持つことが難しい
状況となっています。子育て負担
の軽減を。

野辺地高校魅力推進の充実
町の木「さくら」の植樹

大湊
　敏行議員

公式LINEの導入決定！情報発信
力の強化で協働のまちづくり推進
を！

また借金が７億6890万円
次世代に負担先送りは反対

赤垣
　義憲議員

大事業に多額の事業費をまわすよ
り、町民に身近な事業の充実を。

少子化解消で地域活性化へ
若い世代に将来の展望を

岡山
　義廣議員

未来へ懸け橋となる事業を
第１次産業への支援拡大を

横浜
　睦成議員

町には多数の助成制度があります。
多くの方に利用され、住民福祉向
上が図られるよう期待します。

物価高対策支援を全町民に
観光・教育施策の充実を

髙沢
　陽子議員

農漁業事業者へ補助充実を
切れ目ない子育て支援を

木戸
　忠勝議員

町民の声を起点とした議会の提言
が新年度予算にどう反映されたか
検証をしていきたいです。

デジタル改革で情報発信！
観光客をまちなかへ

村中
　玲子議員

野辺地町の魅力をこれまで以上に
全国へ。

高齢者福祉の充実
地域防災施策

五十嵐
　勝弘議員

人口減少対策における高齢者の健
康長寿施策の推進と大規模災害に
備えた防災体制の確立が急務。

危機に立つ地域公共交通
地域の魅力＝人のつながり

戸澤
　　栄議員

野辺地高校生への支援が入学者数
増加につながり、生徒にとっても
学校生活の充実に寄与するものと
思います。

町民との協働により、まちの課題
解決策を見出すことが重要。野辺
地の町並み、村並み、山並みが美
しい持続的に発展するまちを。

児童福祉関連の無償化が若い世代
の移住、定住につながります。積極
的に予算化を。スキー場再開に向け
た予算が未計上なのは残念です。

人口減少などによって、地域公共
交通は危機に直面しています。持
続可能な交通政策を目指し、町民
の暮らしの足を守る試みを。

若い世代が将来に明るい展望を持
ち、誰もが安心して結婚し、子ど
もを産み育てられることこそ、少
子化対策の基本。そういう地域に。
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条例改正
刑法等の一部を改正する法律等の施行に伴う関係条
例の整理
法律の改正に伴う所要の改正などによるもの。

全員
賛成
可決

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育
児休業等に関する条例の一部改正
法律の改正に伴う所要の改正を行うもの。
町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
及び職員等の旅費に関する条例の一部改正
法律の改正に伴う所要の改正を行うもの。
職員の給与に関する条例等の一部改正
人事院勧告などにより給与制度を整備するもの。
督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備
町税等の督促手数料の廃止によるもの。
外国語指導助手の給与及び費用弁償に関する条例の
一部改正
外国語指導助手の基本報酬を改めるもの。
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部改正
国の基準の改正に伴う所要の改正を行うもの。
災害弔慰金の支給等に関する条例及び委員会委員等
特別職の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
法律に基づく機関の設置のため所要の改正を行う。
国民健康保険税条例の一部改正
賦課方式県内統一化に伴う改正を行うもの。
布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道
技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正
政令等の施行に伴う所要の改正を行うもの。
その他
国民保護計画の変更の報告
法律の規定により、町の国民保護計画を変更した。 －

町道の路線認定
新たに２路線を町道として認定する。

全員賛成
可決

議会（委員会・議員）
子どもに対する教育の更なる充実を求める決議
　提出：総務常任委員会
７項目の具体的要望を町に提出するもの。

全員
賛成
可決

ふるさと納税の更なる取組を求める決議
　提出：総務常任委員会
７項目の具体的要望を町に提出するもの。
町議会の個人情報の保護に関する条例の一部改正
　提出：議会運営委員会
引用する法律の改正に伴う所要の改正を行うもの。
令和６年度における入札談合等関与行為調査特別委
員会の調査経費の設定に関する決議
　提出：入札談合等関与行為調査特別委員会
地方自治法第100条第11項の規定で、令和６年度の
調査経費を７万円以内に設定するもの。
令和７年度における入札談合等関与行為調査特別委
員会の調査経費の設定に関する決議
　提出：入札談合等関与行為調査特別委員会
地方自治法第100条第11項の規定で、令和７年度の
調査経費を64万円以内に設定するもの。
陳情
町議会議員定数削減を求める陳情
議員の定数削減の検討を求めるもの。 採択

専決処分
一般会計補正予算（第６号）
　8700万円増　総額84億8300万円
物価高騰対策として給付金事業を行うもの。 承認一般会計補正予算（第７号）
　5000万円増　総額85億3300万円
記録的な大雪により除排雪予算に追加するもの。
令和７年度当初予算
一般会計
　総額76億2900万円　（前年度比3.9％減）

全員
賛成
可決

国民健康保険事業特別会計
　総額14億8794万円余り　（前年度比５％減）
後期高齢者医療特別会計
　総額2億1077万円余り　（前年度比1.2％減）
介護保険事業特別会計
　総額17億5752万円余り　（前年度比1.4％減）
下水道事業特別会計
　総額2887万円余り　（前年度比3.8％減）
水道事業特別会計
　収益的収入及び支出
　2億7000万円　（前年度比3.9％減）
　資本的収入　7360万円　（前年度比13.4％減）
　資本的支出　2億円　（前年度比0.05％増）
　※不足額は現年度分損益勘定留保資金等で補てん
令和６年度補正予算
一般会計補正予算（第８号）
　7600万円増　総額86億900万円
主に避難所生活環境改善事業に追加したもの。 賛成

多数
可決

　（賛成）　横浜議員、髙沢議員、木戸議員、
　　　　　村中議員、五十嵐議員、戸澤議員、
　　　　　古林議員、中谷議員、大湊議員
　（反対）　野坂議員、赤垣議員
国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
　1億7338万円余り減　総額14億9880万円余り
事業の実績見込みに伴う予算調整によるもの。

全員
賛成
可決

後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
　265万円余り減　総額2億1658万円余り
事業の実績見込みに伴う予算調整によるもの。
介護保険事業特別会計補正予算（第４号）
　4930万円余り減　総額18億561万円余り
事業の実績見込みに伴う予算調整によるもの。
水道事業特別会計補正予算（第４号）
　収益的収入及び支出の既決予定額に増減なし
事業の実績見込みに伴う予算調整によるもの。
令和７年度補正予算
一般会計補正予算（第１号）
　6666万円余り増　総額76億9566万円余り
全町民へ５千円分の商品券を配布するもの。 全員

賛成
可決一般会計補正予算（第２号）

　173万円余り増　総額76億9740万円
百条委員会の調査経費を追加するもの。
人事
固定資産評価審査委員会委員の選任
　⻆谷裕一氏、乙部和弘氏を再任するもの。 同意

ほぼ一瞬でわかる 審議議案と賛否
令和７年第１回３月定例会

忙しい
皆さまに
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次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は

登
壇
順
に
一
般
質
問
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

一般質問で政策提案 令和６年度一般会計補正予算
（賛成多数可決）

　　野辺地町議会議員
　　定数削減を求める陳情

（全会一致で可決）

　審査を付託された
　　　議会運営委員会では．．．

野辺地町議会議員定数の在り方
調査・検討

町民の声を背に
　町のさまざまな課題等について、町に方針等を聞
くのが「一般質問」。３月定例会では７名の議員が
登壇し、町政への質問や提言を行いました。ここで
は、ダイジェスト版でお知らせしています。
　詳細は会議録をご覧ください。
　（６月上旬調製完了予定）

支え合い切れ目のない保健福祉

高齢者、障がい者世帯の除雪支援 髙沢

ＡＥＤの活用 村中

誰もが学べる教育

スキー場 木戸、中谷、髙沢

柴崎岳選手の横断幕の設置 木戸

教育現場の現状と対策 髙沢

二十歳を祝う会 大湊

住み続けたくなる生活環境

地域公共交通　 　村中

新交通システム導入の検討状況 五十嵐

水道料金の値上げ 大湊

メリハリのある行財政

統合小学校新築に伴う町の将来 赤垣

財政の将来 赤垣

議会の決議 大湊
町民の声を聴き
検討すべき

議員間でも
議論を

※議員名（網かけ）の項目は記事を掲載しています。

聴く！ 見る！ 考える！ つなげる！ 議会
　“町民”の声をひろいあげます！

やはり争点は
　　小学校建設か

陳情という願い
　　響く町民の声

　野辺地町も急速な高齢化によって、人口が減
少へと推移し、今後の町勢に大きく影響する。
　よって、町議会議員定数12名を10名に削減す
るよう検討を求めるもの。

小学校建設に係る地方債の
増額は、将来負担の先送り
にしかならない。

小学校建設は、財源に見通
しをつけ、計画的に丁寧に
進められている。

赤垣義憲議員

大湊敏行議員

賛成！

反対！

討　論

陳　情
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木
き

戸
ど

 忠
ただ

勝
かつ

 議員

　野辺地町は「スキー発祥の地」と
も言われ、国内外で活躍する選手を
数多く輩出してきました。
　今後も選手が安心して競技に取り
組めるよう解決策をお願いします。

問 

ま
か
ど
温
泉
ス

キ
ー
場
あ
っ
た
か
ハ
ウ

ス
前
広
場
は
、
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大

会
コ
ー
ス
の
重
要
な
区

間
で
あ
り
、
夏
に
は

ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
の

生
息
地
と
し
て
町
内
外

の
方
に
親
し
ま
れ
て
い

る
。

　
現
在
、
そ
の
土
地
を

借
用
で
き
な
い
状
況
で

あ
る
よ
う
だ
が
、
町
民

の
た
め
に
も
直
接
出
向

い
て
協
議
し
て
い
く
べ

き
で
は
。

町
長 

十
和
田
観
光
電

鉄
か
ら
借
用
地
内
で
の

安
全
管
理
に
つ
い
て
不

安
が
あ
る
と
い
っ
た
意

向
も
あ
り
、
野
辺
地
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
と
協
議
し

た
結
果
、
今
シ
ー
ズ
ン

は
従
来
の
広
場
を
使
用

せ
ず
、
町
が
国
か
ら
借

用
し
て
い
る
土
地
及
び

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
を
利
用
し
て
大

会
等
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
実
施

状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、

今
後
、
野
辺
地
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
や
十
和
田
観
光

電
鉄
と
改
め
て
協
議
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

土
地
の
使
用
を
許
可
す

る
国
か
ら
、
使
用
許
可

者
以
外
の
第
三
者
へ
の

土
地
の
貸
し
付
け
の
制

限
な
ど
に
つ
い
て
、
指

導
さ
れ
て
い
る
の
で
、

事
務
的
な
課
題
の
整
理

が
終
わ
り
必
要
と
判
断

す
れ
ば
、
私
自
ら
協
議

す
る
。

ス
キ
ー
大
会
コ
ー
ス
借
用
に
協
議
を

　
ま
ず
は
事
務
的
な
課
題
を
整
理
（
町
長
）

各議員の政策提案のタイトルにあるロゴは、ＳＤＧｓ（エス・ディー・ジーズ）の１７の目標に関連しています。

問 

柴
崎
岳
選
手
は
、

世
界
的
に
も
活
躍
し
、

地
域
貢
献
す
る
中
で
、

ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む

子
ど
も
の
み
な
ら
ず
、

町
民
に
と
っ
て
、
憧
れ

で
あ
る
。

　
横
断
幕
を
引
き
続
き

新
庁
舎
へ
掲
げ
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
活
用
し

て
は
い
か
が
か
。

町
長 

庁
舎
に
横
断
幕

を
掲
げ
る
に
は
、
承
諾

等
を
含
め
、
関
係
者
と

協
議
が
必
要
と
の
こ
と

な
の
で
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

柴崎岳選手の横断幕を
関係者と協議、検討する（教育長）
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中
なか

谷
や

 謙
けん

一
いち

 議員

問 

ま
か
ど
温
泉
ス

キ
ー
場
再
開
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を

行
っ
て
き
た
か
。

町
長 

ス
キ
ー
場
の
再

開
、
運
営
に
関
心
を
持

つ
事
業
者
に
つ
い
て
十

和
田
観
光
電
鉄
と
情
報

収
集
し
、
共
有
し
て
き

た
。

　
現
時
点
で
は
、
十
和

田
観
光
電
鉄
及
び
町
に

対
し
て
、
ス
キ
ー
場
の

再
開
に
関
心
を
示
す
事

業
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
な
ど
は
な
く
、
再
開

の
検
討
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　
そ
の
要
因
と
し
て
は
、

ま
か
ど
温
泉
ス
キ
ー
場

は
運
営
体
制
が
整
っ
た

状
態
の
ス
キ
ー
場
と
は

違
い
、
崩
落
個
所
の
復

旧
工
事
や
施
設
・
機
械

設
備
の
更
新
工
事
が
必

要
で
あ
り
、
事
業
再
開

問 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
が
使
用
で

き
な
い
こ
と
を
シ
ー
ズ

ン
中
に
町
民
が
知
る
こ

と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

に
は
、
多
額
の
初
期
投

資
や
時
間
が
必
要
と
な

る
。

　
さ
ら
に
、
昨
今
の
ス

キ
ー
人
口
の
減
少
や
物

価
高
騰
等
の
影
響
も
あ

り
、
全
国
的
に
毎
年
10

か
所
以
上
の
ス
キ
ー
場

が
閉
鎖
又
は
休
止
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
経
営

に
興
味
を
示
す
事
業
者

が
簡
単
に
現
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
引
き
続
き
、
十
和
田

観
光
電
鉄
と
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
、
情
報
収

集
し
て
い
き
た
い
。

ス
キ
ー
場
の
現
状
と
今
後
は

　
引
き
続
き
関
係
者
と
協
議
す
る
（
町
長
）

　昨年春よりクロスカントリーコー
スのスタート、ゴール地点の土地使
用ができない可能性があるにも関わ
らず、何も対策を講じてこなかった
町の怠慢に対して抗議を兼ねて一般
質問を行いました。

て
検
討
し
た
。

　
検
討
を
重
ね
て
い
る

中
、
12
月
に
大
量
の
降

雪
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

野
辺
地
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

で
は
、
町
借
用
地
だ
け

で
コ
ー
ス
を
設
定
し
、

ス
キ
ー
大
会
な
ど
実
施

可
能
で
あ
る
と
判
断
し

た
こ
と
か
ら
、
速
や
か

に
町
内
外
の
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
や
関
係
者

へ
連
絡
す
る
と
と
も
に
、

あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
そ
の

旨
を
掲
示
し
、
広
報
に

も
掲
載
し
、
町
民
に
周

知
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

町
長 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
の
現
状
は
、

あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス
前
の

広
場
が
使
用
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
町
が
国
か

ら
借
用
し
て
い
る
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

の
土
地
と
山
間
部
を
含

め
た
従
来
の
コ
ー
ス
を

使
用
し
て
大
会
等
を
開

催
し
た
。

　
あ
っ
た
か
ハ
ウ
ス
前

の
広
場
が
使
用
で
き
な

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

野
辺
地
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

と
協
議
し
、
大
会
の
開

催
場
所
を
ま
か
ど
温
泉

ス
キ
ー
場
以
外
の
運
動

公
園
も
選
択
肢
に
加
え

　
し
か
し
、
会
場
の
一

部
が
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
で
、
観
客

動
線
を
含
め
た
コ
ー
ス

整
備
や
コ
ー
ス
選
定
、

選
手
や
観
客
の
安
全
性

を
考
慮
し
た
結
果
、
従

来
ど
お
り
の
大
会
が
開

催
で
き
な
い
た
め
、
関

係
各
位
に
お
知
ら
せ
し

た
。
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問 

高
齢
者
、
障
が
い

者
宅
の
除
雪
は
、
町
で

実
施
す
る
要
援
護
者
除

雪
対
策
事
業
で
除
雪
さ

れ
て
い
る
が
、
屋
根
雪

や
置
き
雪
等
の
除
雪
も

希
望
す
る
方
は
多
く
、

今
後
、
高
齢
者
世
帯
が

増
加
し
た
場
合
に
事
業

を
ど
の
よ
う
に
継
続
さ

せ
る
の
か
。

町
長 
要
援
護
者
除
雪

事
業
の
課
題
と
し
て
、

作
業
員
不
足
が
第
一
に

挙
げ
ら
れ
る
。
作
業
員

が
十
分
に
確
保
で
き
な

い
年
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
職
員
や
町
職
員
で

補
っ
て
い
た
。

　
作
業
員
確
保
が
困
難

で
あ
り
、
厚
く
積
も
っ

問 

ま
か
ど
温
泉
ス

キ
ー
場
あ
っ
た
か
ハ
ウ

ス
前
の
広
場
が
使
用
不

可
と
な
っ
た
が
、
町
か

ら
の
説
明
の
中
で
安
全

管
理
に
不
安
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
。

町
長 

昨
年
９
月
、
十

和
田
観
光
電
鉄
の
代
表

か
ら
、「
借
用
地
を
利

用
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。

事
故
等
何
か
あ
っ
て
は

困
る
」
と
の
発
言
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
何

度
か
協
議
し
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
今
シ
ー
ズ

ン
の
大
会
等
の
実
施
状

た
屋
根
雪
の
除
雪
は
危

険
を
伴
う
こ
と
な
ど
か

ら
、
民
間
業
者
を
紹
介

し
て
い
る
。

　
豪
雪
地
帯
で
あ
る
当

町
に
お
い
て
は
、
除
雪

の
問
題
も
地
域
間
の
助

け
合
い
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、
一

方
で
、
今
年
度
41
％
を

超
え
た
高
齢
化
率
と
、

支
え
る
年
代
層
の
減
少

の
問
題
が
あ
る
。

　
雪
害
の
地
域
防
災
力

の
向
上
の
観
点
か
ら
、

他
地
域
の
取
組
事
例
も

参
考
に
、
関
係
機
関
と

共
に
、
自
助
、
共
助
、

公
助
の
除
雪
活
動
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を

続
け
て
い
き
た
い
。

況
を
踏
ま
え
た
上
で
、

土
地
の
使
用
を
許
可
し

て
い
る
国
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
十
和
田
観

光
電
鉄
、
野
辺
地
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
、
引

き
続
き
関
係
者
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

要援護者除雪支援の現状と今後は
　関係機関と共に検討を続ける（町長）

スキー大会コースの今後は
引き続き関係者と協議する（町長）

髙
たか

沢
さわ

 陽
よう

子
こ

 議員

　スキー場ノルデイックコースも使
用できないのは野辺地町と町民、選
手にとって非常に大きなダメージで
す。速やかに解消を。また増える単
身高齢世帯への除雪支援をもっと充
実させるべきです。

「
要
援
護
者
除
雪
対
策
事
業
」

　
町
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
低
所
得
世
帯

の
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
で
、
町
内
に
除
雪

作
業
に
従
事
す
る
親
族
な
ど
が
い
な
い
世
帯
に
対
し
、

30
分
１
５
０
円
の
自
己
負
担
で
行
っ
て
い
る
。

　
玄
関
先
か
ら
道
路
ま
で
の
生
活
道
路
の
確
保
を
し
、

見
守
り
を
重
視
し
て
い
る
。
今
年
度
は
55
世
帯
に
対
し
、

作
業
員
14
名
で
の
対
応
と
な
っ
た
。
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問 

人
口
減
少
や
自
家

用
車
の
普
及
で
、
バ
ス

な
ど
の
利
用
が
減
り
、

運
転
手
の
担
い
手
不
足

も
深
刻
化
し
て
い
る
。

　
新
た
な
輸
送
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
注
目
を
集

め
て
い
る
「
デ
マ
ン
ド

交
通
」
が
あ
る
が
、
新

た
な
交
通
手
段
と
し
て

町
の
見
解
は
。

町
長 

デ
マ
ン
ド
交
通

を
含
め
た
公
共
交
通
に

つ
い
て
、
昨
年
度
、
近

隣
の
自
治
体
を
訪
問
し

調
査
を
行
っ
て
き
た
ほ

か
、
今
年
度
は
工
夫
を

凝
ら
し
た
公
共
交
通
の

運
行
を
行
っ
て
い
る
自

治
体
や
交
通
事
業
者
か

ら
の
情
報
収
集
に
も
努

め
て
い
き
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
調
査
を

踏
ま
え
、
ま
ず
は
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
地
域
公
共
交

通
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
お
り
、
引
き
続
き
必

要
な
情
報
収
集
に
努
め

な
が
ら
、
デ
マ
ン
ド
交

通
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
方
法
・
手
法
を
地
域

の
ニ
ー
ズ
、
持
続
性
、

費
用
対
効
果
な
ど
、
多

面
的
に
比
較
・
研
究
し
、

計
画
策
定
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る
。

新たな交通手段を
　計画策定に向けた取組を進めたい（町長）

問 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
に

つ
い
て
、
傷
病
者
が
女

性
の
場
合
、
胸
を
露
出

す
る
た
め
に
使
用
を

ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
人
が

多
い
の
が
課
題
で
あ
る
。

過
去
に
も
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
事
例
も
あ
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
三
角
巾
を

配
備
す
る
取
組
が
増
え

て
い
る
が
、
町
で
も
取

り
組
ん
で
は
。

町
長 

突
然
の
心
停
止

救
命
に
欠
か
せ
な
い
Ａ

Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、
倒

れ
た
方
が
女
性
で
あ
る

こ
と
か
ら
使
用
を
た
め

ら
う
事
例
が
発
生
し
て

い
る
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
は
早

い
ほ
ど
効
果
的
で
、
使

用
が
１
分
遅
れ
る
ご
と

に
救
命
率
は
約
10
％
低

下
す
る
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
、
町
有
施
設
に

設
置
し
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

に
三
角
巾
や
説
明
書
等

を
配
備
す
る
と
と
も
に
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
す
る
民

間
施
設
等
に
対
し
て
は

三
角
巾
設
置
へ
の
賛
同

を
促
し
、
町
全
体
と
し

て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
切
な
活

用
を
推
進
し
た
い
。

誰
で
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
可
能
に

　
町
全
体
で
適
切
な
活
用
を
推
進
（
町
長
）

村
むら

中
なか

 玲
あき

子
こ

 議員

　高齢化が進み、車の運転が困難に
なる高齢者の増加が予想されます。
運転免許を返納しようと思ってもや
むを得ず運転をしている方も多いと
思います。安心して移動できる環境
の整備は必要不可欠です！
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問 

地
方
債
残
高
は
、

令
和
10
年
度
に
は
98
億

３
千
万
円
余
り
と
、
過

去
最
大
と
な
り
、
以
降

は
人
口
減
少
、
物
価
高

に
よ
っ
て
支
出
が
増
大

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
の
地
方
債
残
高

を
確
実
に
返
済
し
て
い

け
る
の
か
。

町
長 

償
還
に
充
て
る

基
金
、
そ
し
て
地
方
債

残
高
に
係
る
交
付
税
算

入
額
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
で
、
返
済
し
て
い
け

る
見
込
み
が
立
っ
て
い

る
。

問 

こ
れ
か
ら
の
財
政

が
ど
の
よ
う
に
推
移
す

る
と
想
定
し
て
い
る
の

か
。

町
長 

信
頼
性
を
持
っ

て
答
弁
す
る
こ
と
は
難

し
い
。
誤
解
や
混
乱
を

招
く
か
も
し
れ
な
い
無

責
任
な
回
答
は
控
え
る

べ
き
と
考
え
る
。

地
方
債
残
高
の
返
済
は

　
返
済
の
見
込
み
は
立
っ
て
い
る
（
町
長
）

問 

統
合
小
学
校
建
設

事
業
の
概
算
事
業
費
の

う
ち
、
令
和
８
年
度
か

ら
の
３
年
間
で
一
般
財

源
か
ら
支
出
予
定
で
あ

る
６
億
円
程
度
を
減
額

し
、
そ
の
分
を
地
方
債

に
上
乗
せ
す
る
こ
と
で
、

後
の
財
政
に
大
き
な
負

担
と
な
る
。

　
地
方
債
の
借
入
額
は

42
億
８
千
万
円
余
り
と

な
り
、
返
済
想
定
年
数

の
25
年
で
、
年
２
千
万

円
の
返
済
額
増
と
な
る
。

　
将
来
の
町
民
に
借
金

を
背
負
わ
せ
て
し
ま
う

の
は
正
し
い
選
択
で
は

な
い
。

　
一
般
財
源
か
ら
地
方

債
へ
、
財
源
組
替
え
の

目
的
は
。

町
長 

地
方
債
の
活
用

は
、
一
般
財
源
の
支
出

を
抑
え
る
だ
け
で
な
く
、

財
政
負
担
を
平
準
化
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
将

来
便
益
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
後
世
代
と
現
世

代
の
間
で
負
担
を
分
け

合
う
こ
と
に
つ
な
が
る
。

一
時
的
に
多
額
の
一
般

財
源
を
支
出
す
る
よ
り

も
有
効
、
公
平
で
あ
る
。

問 

財
政
負
担
の
先
送

り
が
、
将
来
の
財
政
運

営
を
今
以
上
に
厳
し
い

も
の
に
し
、
そ
れ
に
追

い
打
ち
を
か
け
て
、
公

共
施
設
も
次
々
と
老
朽

化
に
よ
っ
て
更
新
時
期

が
迫
っ
て
く
る
。

　
こ
れ
ら
公
共
施
設
の

更
新
に
充
て
る
財
源
は
。

こ
れ
も
地
方
債
を
充
て

る
つ
も
り
な
の
か
、
施

設
更
新
費
用
は
。

町
長 

公
共
施
設
に
係

る
地
方
債
の
活
用
は
、

適
債
性
か
ら
検
討
し
て

お
り
、
長
寿
命
化
に
係

る
修
繕
や
施
設
の
機
能

向
上
に
資
す
る
改
修
等

で
、
事
業
費
が
１
０
０

万
円
を
超
え
る
場
合
に

活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

　
将
来
の
公
共
施
設
整

備
を
見
据
え
た
公
共
施

設
整
備
基
金
へ
の
積
み

立
て
も
行
っ
て
い
る
。

地方債の活用に疑問
　将来の財政運営のために（町長）

赤
あか

垣
がき

 義
よし

憲
のり

 議員

　町は、地方債を活用することが、
現在と未来の町民に公平公正である
と言うが、現在と25年先の人口では、
負担する額が同じでも、割合は大き
く違います。子どもたちの未来を決
めている責任があります。
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問 

将
来
の
町
の
公
共

交
通
機
関
の
存
続
に
危

機
感
を
感
じ
て
い
る
中
、

将
来
の
見
通
し
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

（
追
跡
：
令
和
５
年
12

月
定
例
会
）

町
長 

社
会
的
問
題
と

な
っ
て
い
る
運
転
手
不

足
を
は
じ
め
、
車
両
等

の
更
新
、
設
備
投
資
及

び
事
業
維
持
に
要
す
る

経
費
の
高
騰
や
高
止
ま

り
に
加
え
、
人
口
減
少

等
に
よ
る
利
用
者
の
減

少
が
今
後
も
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
交
通
事

業
者
に
お
い
て
事
業
の

縮
小
が
進
ん
で
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問 

以
前
の
質
問
に
対

し
、
国
の
補
助
事
業
を

活
用
す
る
方
針
で
着
手

し
た
い
と
答
弁
さ
れ
た

が
、
検
討
さ
れ
た
経
過

等
は
。

町
長
　
現
時
点
で
は
、

具
体
的
な
方
針
は
定

ま
っ
て
い
な
い
が
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
情

報
収
集
や
研
究
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
近
隣
自
治
体
へ
の
聞

き
取
り
に
加
え
、
今
年

度
は
工
夫
し
た
取
組
を

行
っ
て
い
る
県
内
自
治

体
へ
の
訪
問
、
更
に
交

通
事
業
者
を
は
じ
め
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

情
報
収
集
に
努
め
て
き

た
ほ
か
、
鉄
道
や
路
線

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
県

や
関
係
市
町
村
と
と
も

に
課
題
の
検
討
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
情
報
収

集
等
を
踏
ま
え
、
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及

び
再
生
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
く
、
地
域
公
共

交
通
計
画
の
策
定
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
国
の
補
助
金
を
活

用
す
る
に
も
計
画
の
策

定
が
求
め
ら
れ
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
導
入
の
取
組
を

　
計
画
を
策
定
し
対
応
を
見
極
め
る
（
町
長
）

五
い

十
が

嵐
らし

 勝
かつ

弘
ひろ

 議員

　デマンド交通については、一昨年
12月議会にて一般質問いたしました
が、町の進捗が見えないこと、近隣
市町村での導入の動きが活発化して
いることなどを踏まえ、再度必要性
を訴えるため質問しました。

問 

県
内
自
治
体
で
も

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
取
組
が
進
ん
で
き
て

い
る
中
で
、
速
や
か
に

導
入
に
向
け
た
取
組
を

加
速
す
べ
き
と
考
え
る

が
。

町
長 

デ
マ
ン
ド
交
通

を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な

公
共
交
通
対
策
全
般
に

つ
い
て
引
き
続
き
情
報

収
集
を
行
い
、
当
町
の

地
域
性
も
踏
ま
え
た
分

析
・
研
究
を
重
ね
な
が

ら
、
地
域
公
共
交
通
計

画
を
策
定
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
計
画
を
策
定
し
て
い

く
中
で
、
デ
マ
ン
ド
交

通
へ
の
対
応
を
見
極
め

て
い
き
た
い
。
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問　
10
月
か
ら
水
道
料

金
値
上
げ
の
新
聞
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。
早
急

に
議
会
及
び
町
民
に
説

明
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
。

町
長 

全
国
的
に
水
道

料
金
の
減
収
、
管
路
施

設
、
水
道
施
設
の
老
朽

化
へ
の
対
策
が
急
務
で

問 

若
者
の
新
し
い
視

点
を
取
り
入
れ
た
ま
ち

づ
く
り
が
こ
れ
か
ら
は

必
要
で
あ
る
こ
と
を
鑑

み
、
そ
の
年
度
に
二
十

歳
に
な
る
町
民
が
実
行

委
員
と
な
り
、
自
ら
企

画
運
営
を
行
い
、
町
が

そ
れ
を
支
援
す
る
式
典

に
し
て
は
。

あ
り
、
野
辺
地
町
水
道

事
業
経
営
審
議
会
へ
水

道
料
金
の
適
正
確
保
に

つ
い
て
諮
問
し
、
水
道

料
金
改
定
は
必
要
と
の

答
申
を
い
た
だ
い
た
。

　
今
後
安
定
し
た
水
道

水
の
提
供
を
続
け
る
た

め
に
も
、
水
道
料
金
の

値
上
げ
を
し
な
け
れ
ば

教
育
長 

実
際
に
町
内

に
生
活
拠
点
が
あ
る
対

象
者
を
町
で
は
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

ま
た
、
実
行
委
員
選
任

や
二
十
歳
を
祝
う
会
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
の

打
合
せ
の
時
間
的
負
担

も
大
き
い
。

　
容
易
に
運
営
に
参
画

な
ら
な
い
根
拠
等
に
つ

い
て
、
ご
理
解
を
得
る

べ
く
、
丁
寧
な
説
明
を

し
て
い
く
。

で
き
る
方
法
と
し
て
、

出
席
の
確
認
が
で
き
な

い
対
象
者
へ
の
連
絡
や

当
日
の
受
付
な
ど
を
役

割
と
し
て
考
え
て
い
く
。

水
道
料
金
値
上
げ
の
説
明
は

　
丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
く
（
町
長
）

二
十
歳
を
祝
う
会
の
運
営
見
直
し
を

　
対
象
者
の
運
営
参
画
を
検
討
す
る
（
教
育
長
）

大
おお

湊
みなと

 敏
とし

行
ゆき

 議員

　水道料金値上げの十分な情報提供
と町民との協議を求めました。
　また、議会の決議が町の施策に反
映されていることが確認できまし
た。

問 

当
町
議
会
は
、
こ

れ
ま
で
議
会
全
体
の
意

思
を
数
多
く
表
明
し
て

き
た
。
そ
の
中
で
も
、

町
に
対
す
る
意
思
表
明

と
し
て
の
決
議
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
、
今

後
の
施
策
に
反
映
し
て

い
く
考
え
で
あ
る
か
。

町
長 

議
会
は
町
民
の

意
思
を
代
表
す
る
重
要

な
機
関
で
あ
る
と
い
う

認
識
を
持
っ
て
お
り
、

決
議
が
法
的
拘
束
力
を

伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る

と
し
て
も
、
そ
の
意
義

や
重
要
性
は
極
め
て
高

い
と
考
え
て
い
る
。

　
決
議
さ
れ
た
施
策
に

つ
い
て
は
、
行
政
と
し

て
の
責
任
を
持
ち
、
町

の
発
展
や
住
民
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
も
の

と
し
て
、
そ
の
効
果
や

影
響
を
多
角
的
に
検
討

し
つ
つ
、
町
民
ニ
ー
ズ

や
予
算
の
制
約
等
を
考

慮
し
た
上
で
、
実
現
可

能
な
範
囲
で
適
切
に
対

応
す
る
。

議会の決議の受け止めは
意義や重要性は極めて高い（町長）
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　野辺地町国民健康保険税の賦課方式変更によっ
て、令和７年度からは資産割の減、及び全世帯対
象となる平等割を１万円減額した税率案にします。

令和７年１月21日（１日目）
　 　「議会・議員」について、議員による講話を行い、

参加者から質問を受けました。

主な質問
今回の企画の主旨について
議会中継・議会報告会・議員報酬について
議員が提案した議案・意見書について
小学校新築の財源、借金返済について
原子力立地給付金・ふるさと納税について
クロスカントリースキーコースについて

令和７年１月31日（２日目）
　 　１月21日にいただいた質問の回答を行い、その

後参加者全員で「まちの将来像」について懇談し
ました。

回答は
こちら→

　検討委員会で検討した内容、建物配置プラン及
び校舎平面プランについて説明を受けました。

　大規模な災害発生時、議会及び議員が適切な役
割を果たすため、災害対策基本条例（案）及び業
務継続計画の制定に向けて検討しています。

　

　町職員及び議員に対して、ハラスメントの実態
を把握するためアンケート調査を行い、必要に応
じ、ハラスメント防止条例（仮）の制定、ハラス
メント研修などの実施を検討しています。

 　会議は非公開で行いました。

『第４期野辺地町教育振興基本計画案』
『クロスカントリースキー大会の経過報告』
『令和６年度国の補正予算における事業案』
『生活支援ハウス』
『新庁舎建設事業の完了等』
『ＤＸ推進計画案』
それぞれの経過報告を受けました。

委員会レポート井戸端会議を開催

総務常任委員会

統合小学校新築事業調査特別委員会

防災・減災対策検証特別委員会

入札談合等関与行為調査特別委員会

懇談の場での発表された
「野辺地町に求められているもの」

発信力 自由な
発想力 危機感 交流の場所

自然保護 楽しむ姿勢 計画性 空き家対策

一貫性 積極性 担い手 住まい

財政見直し 高齢者福祉

発表された内容をまとめ
町長への提言に

次回号で特集する予定です。ご期待ください。

（百条委員会）

ハラスメント対策特別委員会

委員長　大湊　敏行

委員長　大湊　敏行

委員長　赤垣　義憲

委員長　赤垣　義憲

委員長　村中　玲子

1/27

2/7

2/12

2/13

2/7

1/30
3/14

全員協議会
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桜
の
花
も
散
り
、
薫
風
さ
わ

や
か
な
季
節
を
迎
え
、
町
民
の

皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
新
年

度
予
算
や
一
般
質
問
、
委
員
会

等
の
諸
活
動
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
特
に
議
会
提
言
で
実
現
し

た
支
援
事
業
等
に
つ
い
て
も
ご

理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
さ
て
、
広
報
委
員
会
で
は
議

会
だ
よ
り
を
通
じ
て
議
会
を
よ

り
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
見
や
す
く
読
み
や

す
い
、
更
に
知
り
た
い
こ
と
が

載
っ
て
い
る
議
会
だ
よ
り
に
し

た
い
と
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
意
見
ご
要
望
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

 

（
横
浜
）

編 

集 

後 

記

　
　１
月

９
日
　
広
報
委
員
会

17
日
　
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
例
会

21
日
　
広
報
委
員
会

　
　
　
町
民
と
議
員
の
井
戸
端
会
議

27
日
　
総
務
常
任
委
員
会

30
日
　
入
札
談
合
等
関
与
行
為
調
査
特
別
委
員
会

31
日
　
町
民
と
議
員
の
井
戸
端
会
議

　
　２
月

７
日
　
統
合
小
学
校
新
築
事
業
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
全
員
協
議
会

12
日
　
防
災
・
減
災
対
策
検
証
特
別
委
員
会

13
日
　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
特
別
委
員
会

18
日
　
議
会
運
営
委
員
会

26
日
　
定
例
会
（
提
案
理
由
、
委
員
会
報
告
）

27
日
　
県
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

28
日
　
定
例
会
（
一
般
質
問
）

　
　３
月

５
日
　
定
例
会
（
予
算
議
案
審
議
）

６
日
　
定
例
会
（
予
算
議
案
審
議
）

７
日
　
定
例
会
（
議
案
等
審
議
）

14
日
　
入
札
談
合
等
関
与
行
為
調
査
特
別
委
員
会

議員は何してる？　議員の活動

actionほぼ一瞬でわかる忙しい
皆さまに

広
報
委
員
会

委 

員 

長
　大
湊
　敏
行

副
委
員
長
　赤
垣
　義
憲

委
　
　員
　横
浜
　睦
成

木
戸
　忠
勝

村
中
　玲
子

五
十
嵐
勝
弘

委 

員 

長
　大
湊
　敏
行

副
委
員
長
　赤
垣
　義
憲

委
　
　員
　横
浜
　睦
成

木
戸
　忠
勝

村
中
　玲
子

五
十
嵐
勝
弘

６月１８日（水）　提案理由説明
６月１９日（木）　一般質問
６月２０日（金）　議案等審議
　　いずれも午前９時３０分からです。
　　日程は変更になる場合があります。

　議会広報紙などに登場していただ
けるお子さんを募集しています。

今回も残念ながら入賞はなりませんでした。
（審査対象：議会だよりNo.187）

講評趣旨
　「決算審査をふまえた提言がどのように予算に
反映されたのかを伝えたい。井戸端会議で寄せら
れた住民の声を踏まえた提言をもっと強調しては
どうか。一般質問はできれば関連写真やグラフ・
表を活用したい。」

　講評を参考に今後も町民の皆様に手に取って読
んでいただけるよう、創意工夫を図っていきます。
皆様のご意見も引き続きお待ちしています。

６月定例会の予定

議会広報モデル募集

第39回町村議会広報
全国コンクール結果報告！

皆様のご意見も引き続きお待ちしています。

詳しくはこちら

14のへじ議会だより


